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バ ー バ ラ ・ル ー シ ュ(コ ロ ン ビア 大 学)
簡 単 にコ ロンビア大学 におけ る日本研究 について概 略 を述 べ させてい
ただ きます。
御承知の ようにアメ リカの大学の制度 は、 日本の大学の制 度 と随分違
いま して、一番有名 な権威 のあ る大学 は国立で はな くって、私立で すの
で、研究の ために政府 か らお金 をいただ けるのは非常 に限 られて ます。
学生 の学費で まか なえるのは二割 に もな りません。だか ら大学 を経営す
るお金 の殆 どは、企業 や卒業 生の寄付 か らくるわけです。 こ ういう限 ら
れた財源で、 日本文化 とい うか な り特殊 な研究 をす るこ と獄、大変難 し
いこ とで ございます。
た とえば ドナル ド ・キー ン先生が退職 なさって しまう と、大学 の方で
日本文学や 日本語の習得 とか 日本文化 についての講座 は必要で ない と判
断 されて、今 までキーン先生の教 えていた 日本文学 の講座 を取 りや めに
して、 その分のお金 を 日本経済 とか 日米貿易、政治学、ハ イテクな どの
研究の方 にまわ して しまう可能性 が大 い にあ るので す。具体的 な問題 か
ら説明 します と、一般的 なアメ リカ人 にせ よ、権 力のあ るアメ リカ人 に
せ よ、 とにか く米国人 に とって は、 日本 は膨大 な経済 力を持 っている国
で あ るとい うイメージが あるわ けで すが、同時 に世界 か ら孤立 している
国の よ うな印象 もあ るわけです。 ヨー ロッパ ・アフ リカ ・中南米 ・中東 、
そしてアジアか らの、有名 な学者 や作家、評論家、政治的 あ るいは宗教
的 な指導者 な どが毎 日のよ うにアメ リカのテレビに出て来 て、 それ ぞれ
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の国 につ いて論 じた りしているわけですが、 日本の場合 は そうい う外 国
で活躍 して いる有名人が なか なか いないので、 アメ リカで とりあげ られ
る日本関係 のニュー スは貿易摩擦 の こ とばか りというのが現状 なので す。
この よ うな例で もわか るよ うに、 日本 の文化的な面 はアメ リカで は無
視 されが ちな傾 向にあ るわけです。われわれ 日本学 の学者や教育関係者
は この問題 をいつ も念頭 において教 育課程 を作 らな くてはな りません。
この非常 に難 しい問題 を解決 す るため には、大学の学部 とは別 に、独立
した資金で運営 され る日本文化研 究のための機 関が必要で あ る、 とい う
考 えを もとに ドナル ド・キー ン日本文化 センターが計 画され、設立 され
たわけです。
我 々学者 は日本 を世界の 中に位 置付 けて、 その中で理解 を深 めてい く
必要が ある と強 く感 じてい るわけですか ら、 いつ も専門的な目的のた め
だ けに研究 した りその発表 を行った りす るのはよ くない と思 います。 こ
の ままで は、 日本 は永遠 に今の孤立 した状態 を保って い くので はないか、
と同時 に今、何 か非 常に具体的 な行動が必要 なので はないか とい う気が
します。
大学 や 日本研 究機関 と外国の一般市民 の間に橋 をか ける義務が、我々
学者 にはあるので はないか、 そうした こ とで 問題解決の足掛 か りをつ く
る必要が あるので はないか と思 うのです。
とにか くコロンビア大学 における 日本研究 とい うの は、人文 ・社会科
学 な どの分野で行 われてい るわけですが、次 の世代の 日本研究専門家 を
養成 し、 さまざまな研究 プ ログ ラムを推進 す るこ と、 また一般 の学生の
間 に日本 につ いての知識 を広 め るこ とを通 して 日米相 互の理解 を深 め、
両国の関係 をよ り良 い もの とす る大 きな助 け とな るよ う努 めるのが主 な
目的 となっています。 コロンビア大学の 日本研究活動 の規模 とその人材
46
コロンビア大学の日本研究
は、 アメ リカ的な言 い方か もしれ ませんが、 国際的 に高 く評価 されてい
るよ うです。具体的 なこ とを申 し上 げ ます と、 コロンビア大学 の 日本研
究 は1920年 代 の後半か らの伝統 があ ります。 ジ ョージ・サ ムソン卿 をは
じめ、角田柳作教授、 ドナル ド ・キーン教 授、 アイバ ン ・モ リス教授 、
エ ドワー ド ・サ イデ ンステ ッカー教授、 テオ ドール ・ド ・バ リー教授、
ハ ーバ ー ト・パ ッシン教授、 ジェラル ド ・カーチス教 授、 ビュー ・バ ト
リック教授 な どによって この伝統が受 け継 がれて きま した。 古典文化 と
現代文化の両研 究分 野において、著 名 な教授 がた くさんお りま して、現
在、文学、歴史 、政治、経済、文化 人類学、社会学、美術、 宗教、法律、
ジャーナ リズ ム、 ビジネ ス、 な どの幅広 い分野 にわたって 日本研究が行
われてお ります。 コロンビア大学 にお ける主 な研 究機関をあげてみ ます
と、以下の ようにな ります。
東 アジア研究所:1949年 に創立 され、現在 の所長 はジェ ラル ド・カーチ
ス教授 。現代 日本 ・中国 ・朝 鮮半島、 そして環太 平洋地域 に
つ いての研究 を推進す る中心的 な機関です。大学院生 の教育
や歴 史、政治、経済の分 野 にわた る資料収集 など も行 われて
います。
東 アジア言語文化学部:ポ ール ・バ ー リー教授が学部長 を務 めてい ます。
中国 ・朝鮮半島 ・日本 につ いての人文科 学研 究の中核 となっ
て いる学部です。 日本 古代 や中世 の歴 史か ら、文学、哲学、
宗教、美術、考古学、文化史 な どの諸分 野 にわた り、人文科
学系 の研究者の養成 を主 な 目的 としていますが、専門家だ け
ではな く、一般学生 の教 育 も重視 して います。 さ らに、集 中
的な 日本語教 育 もこの学部で行 われて います。
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日本法律研究 センター:大 学 院の法律科の中 にあ り、 マイケル ・ヤング
教授 を所長 としてい ます。法 律家(弁 護士)を 目指 してい る
学生の為 の、 日本 の法律関係 のカ リキュ ラムな どのほか に、
ビジネ ス関連 の法律 につ いての研究 プ ロジェク トも行 ってい
ます。
日本経済経営研究所:ビ ジネ ス ・スクールの中 にあ る機関で、 ビュー ・
バ トリック教 授 を所長 として1986年 に設立 され ま した。 主
な目的 は、 アメ リカの経済界、学会 お よび政界 にお け る日本
の経済 への理解 を促 進す るこ とで あ ります。研究所で は金 融
と経営 に焦点 をあてなが ら、新 しい講座 や さまざ まな研究プ
ロジェク トを生 みだ してきま した。金融、 ビジネ ス界 の リー
ダー、米 国政府関係者 と学者 を集 め、対話 を通 じて 日本 の経
済 と経営 に関す る理解 を深 めるこ とを 目的 とす る政策研究会
議 の開催 など も行 われています。
トヨタ研究 プ ログ ラム:ト ヨタ財団の寄付 によって設立 されたプ ログ ラ
ムで、現代 日本の政治経済 と外交問題 、お よび 日米 関係 につ
いての総合研究プ ログ ラム となって います。主 な活動 として、
トヨタ ・ゼ ミナール と、 トヨタ研究会議 があ り、 日米 関係 に
お ける重要問題 につ いてニュー ヨー ク地域 の ビジネ スマ ン と
コロンビア大学の教授 や研究員 の間の討論の場 としての役割
を果 た してい ます。
環太平洋プ ロジェク ト:ジ ェー ムス ・モー レイ、 ビュー ・バ トリック両
教授 の指導 の下 に開設 された、東 アジア研究所 と日本経済 ・
経営研究所共 同の、太平洋地域 に関す る新 しいプ ロジェク ト
です。 このプ ロジェク トは太平洋地域 におけ る日本 と米 国の
4$
コロンビア大学の日本研究
指導 的な役割 と、環太平洋各 国の経済 と安全保 障問題 に焦点
をあ て、 それぞれの地域 か ら研究者 を集 めて新 しい講座 や研
究プ ログ ラムの開発 に取 り組 んで い ます。
中世 日本研究所:こ れは私が所 長を務 めてお ります研究所で、今 まで関
心 の薄 かった 日本中世 の庶民文化 に関す る研究 を助成す る目
的で、 国際的 な研究活動 を行 っています。ペ ンシルバ ニア大
学 にて創立 され ま したが、1984年 に コロンビア大 学 に移 さ
れ ま した。奈良絵本 や絵巻 な ど、中世の絵入 り本 をマイクロ
フィル ムや カラースライ ドの形で保存 した り、平安末期か ら
江戸初期 にいた る500年 間の人文学的研究 を推進す るこ とを
目的 と して います。1987年10月 に は、「全 アジア にお け る
絵解 き」 に関す る国 際集会 を主催 し、 また、最 近で は、 「日
本女性 と仏教」 に関 す る研究 プ ロジェク トを行 って お り、
1989年 に同テーマで 国際会ﾟdJ4を開催 しま した。
日本ジャーナ リズム ・プ ログ ラム:東 ア ジア ・ジャーナ リズム ・プ ログ
ラムの一部で、 ジャーナ リズ ム ・スクール と、東 ア ジア研究
所の共同プ ログ ラム となって います。 日本の報道機 関で の一
年間の研修留学制度 を持 ってお り、 日本への特派員 の養成 を
主 な目的 としています。 また、 プ ログ ラムの一環 として 日本
の ジャーナ リス トをコロンビア大学 に招聘す る活動 もしてお
ります。
C.V.ス ター東 アジア図書館:こ こで はあ ま り細 かい こ とは申 し上 げ ら
れ ませんが、 この図書館 は 日本語で書か れた文学 ・歴史 ・美
術 ・宗教 に関す る文献 資料約20万 冊の蔵 書 に加 え'て、 日本国
外で は他 にみ られ ない政府公文書、政治資料、 あ るいは 日本
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の企業 ・金融機 関の出版物 な ども多数 そろ えています。 その
他 に も法学図書館や ビジネ ス ・スクール図書館 に、 それ ぞれ
の専 門内で 日本関係 の資料が所蔵 されてい ます。
ドナル ド ・キー ン日本文化 センター:欧 米 にお ける日本文学の もっ とも
優 れた学者で あ るドナル ド・キーンの名前を冠 して1986年 に
設立 されたセンターです。古典 か ら現代 に至 る日本文化の研
究 にお いて指導的 な役割 を持つ学術研究セ ンター として活動
す るこ とを目的 としています。 この センターで は、政 治、経
済 や、経 営 まで含 めた 「日文研」 とは違 い、 「文化」 の定義
をいわゆ るヒューマニ ティに限 り、現在 、アメ リカの大学で
はあ ま り重要視 されていない日本文学 ・評論 ・歴史 ・宗教 ・
美術 ・映 画 ・演劇 といった方面 に力を入 れた活動 を していま
す。 また、活動 の一環 として、研究者、芸術家、作家、評論
家 な どを 日本 か ら招聘す る計 画 もあ りますが、寄付金 の募集
な ど、資金的 な面で苦労 してお ります。
だ いたい現在 は この よ うになってお りますが、今 アメ リカの大学 は重
要 な転機 にさ しか かっているので はないか と考 え られ ます。最近 、貿易
摩擦 などのためにアメ リカ にお ける日本研究 は どちらか とい うと政治経
済関係 に偏 ってお り、 日本 に関す る全 ての知識 の基礎で ある言語や文化
の研究は、若干 おろ そか にされてい るように思 われ ます。 さ きほ どの集
会 にて、「どうして欧米で は 日本文化 関係 の博士 にな る人の数 が そん な
に少 ないのか」 とい う質問がでて きたのですが、 その答 え として、奨学
金の非常 に少 ない こ とが重大 な理由のひ とつ としてあげ られ る と思 いま
す。例 えば、一年 間 コロンビア大学 の大学院で 日本 関連 の課程 を とると
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して、学費、寮費、 生活 費をふ くめて一人 当た り257万 円 もかか ります
(編者注 ・1988年 当時の金額)。 普通 の学生 は、奨学金 な しで は とて も
博 士課程 まで進 む こ とは考 えられないわけです。 この ような現状 は 日本
で はあま り知 られてないよ うです。
この よ うに、新 しい世代 の研究者 を育 て るのが難 しい上 に、 ドナル
ド・キー ン教授 に代表 される世代 の人文科 学系 の研究者の方々が、今 や
定年 にさ しかかってい るということで、 アメ リカの大学で は大 変な問題
になってい ます。 日本研究 を将来 に向 けて継承 してい く中心 とな るべ き
研究者の養成が我々 に とっての急務であ る と考 えられています。
この ような状況の 中で、 コロンビア大学で は ドナル ド ・キー ン教授の
業績 を讃 え、 また その業績 を永続 させ るために ドナル ド ・キー ン 日本文
化 センター を設立 す るこ とにな りま した。 このセ ンター(わ活動 は寄付 に
よって支 え られて いるわ けですが、実際 の運営 は寄付金 の利子が資金 と
なっています。利子 を運用す るこ とで、文化、美術 、宗教 な どの研 究活
動 や教養 講座 の支援 を永遠 に続 けられ るよ うになってい るわけで す。
センターでは孤立 して る日本の作家、評論家、芸術家の中か ら、アメ
リカの社会 に刺激 を与 えられるような人 を大 いにコロンビア大学 に招待
して、 そ うい う人 た ちの考 えてい ること、書 いてい ることをアメ リカの
インテ リ周辺 に もっ と知 られ るように努力 してい く予定です。
この ような活動 は普通の大学 の学部で はなかなかで きないこ とです。
西洋 で こういった活動 をす る組織 はほか になかなかないようです。今の
ところ ドナル ド・キー ン日本文化 センターは設立 されてか らまだ 日が浅
く、未だ完成 の域 には達 してい ませんが、 それで も、新潮文学振 興財団
か ら1億9000万 円、 そ してメ ロン財 団か ら6250万 円の寄付 をいただ い
て、 コロンビア大学 に新潮 日本文学教授職 を設置す るこ とがで きるよ う
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にな りま した。
また、1987年 には、裏千家 か ら7000万 円 をいただ きま して、 それを
基金 とした利 子で ニュー ヨー クで大 きな講演 会 を開催 す る こ とをキー
ン ・センターで始 め ました。現在 の裏千家家元 のお名前 をいただ いた こ
の十五代 目千宗室公開講演会 は、毎年 日本文化 の様 々な分野で活躍 中の
方 々を招聘 して開 かれ る もので す。第一 回 と して、1988年 度 は十 五代
目千 宗室先生御 自身 による 「茶 の心」 とい う講 演が行 われ ま した(翌
1989年 、第二 回講演会 は、作 曲家武満徹 氏 によ る 「西 の音 ・東 の音」)。
もうひ とつ は、今世界で は 「貿易 のアンバ ランス」で いろいろ と問題
がお こって いますが、「翻 訳の アンバ ランス」 とい うの も大変 な問題で
す。 日本で は世 界中か らいろいろな ものが翻訳 されてす ぐに入 って きま
すが、 アメ リカで は一般 には 日本文学の翻訳 はあま り知 られてい ません。
キー ン ・センターで は、 このアンバ ランス を解消す るた めの活動 をい く
つ か始 めよ う として い ます。 その うちのひ とつが、1987年 か らセ ンタ
ーで行われてい る日米 友好基金 日本文学翻訳 賞で、 これ はアメ リカ人の
翻訳家の ための 日本文 学の英 訳 コンテス トの よ うな ものです。1987年
度の授賞作 は、 ウ ィリアム・プラス教授 による、島崎藤村の 『夜 明 け前』
の翻訳 で した。1988年 には、キ ャ ロル ・アポ ロニオ ・プラス教授 に よ
る、木崎 さ と子 の小説 『青桐』 と 『裸足』 の翻訳 に賞が贈 られ ま した。
以上 にあげた活動 の他 に、1987年 にセンター によって、 コロンビア
大学 を代表 す る日本語教育の指導者で あ る白戸一郎先生 の名前 をいただ
いた白戸一郎 日本語教育基金がで きま した。 この基金 は教室外の補習 に
力 を入 れ るこ とと、 ビデオや映 画 な ど、新 しい教材 を使 うこ とで、 日本
語の教育 をさ らに推進 してい くために運用 されています。
話が随分長 くなって しまい ましたが、以上で コロンビア大学 の 日本研
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究 についての紹介 を終 わ らせていただ きます。
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(1988年3月)
追記
ドナル ド・キー ン 日本文化 センターの、1988年 以来現在 まで に新 しく
加 わったプ ログ ラムは次 の通 りで す。
オ リエ ン トコーポ レー ション・アジア文化基金 当基金 は1989年 、オ リ
エ ン トコーポ レー ションか ら贈 られた100万 ドル を基 に設立
され、主 に毎年 コロンビア大学院修 士課程で 日本文化 を専攻
す る優秀 な学生への奨 学金 として運用 されてい ます。 さ らに
客員教授 、芸術家の招聘、 シンポジウム、展覧会 の開催、 そ
して文献 の購入 な どに も使 われ る予定です。
北斎浮世絵プ ロジェ ク ト:国 際交流基金 の後援 によ りベ ニス大学 のカル
ザ教授の主催 す る北斎浮世 絵プ ロジェク トで は、現在北斎の
作品 といわれてい る浮世絵 の鑑定 と、米 国の コレク ションに
収 め られている北斎の全作 品のカタ ログ作成 を行 ってお りま
す。 日本 の画家の中で も北斎は最 も贋作の多 い画家 といわれ
てお り、 日本美術研究の専門家のあいだで北斎作 といわれて
いる作 品の正 しい鑑定 を行 い、贋作 を も見分 けるこ とが大 き
な課題 となっている今、 このプ ロジェク トの果 たす役割 に多
くの期待 が寄せ られてい ます。
米 日財団 の後援 に よる現代 日本文学 の翻訳 プ ロジェク ト:1989年 、現
代 日本文学 の翻訳 をシリーズ化 して よ り多 くの英 語圏の読者
に向 けて出版すべ く、米 日財団か らドナル ド ・キー ン日本文
化 セ ンターへ、 日本文学翻訳プ ロジェク トのた めの奨励金 が
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出され ま した。現在 この翻訳プ ロジェク トにお いて当センタ
』は、主 に翻訳者 と出版社 の仲介 としての役割 を果 た してお
り、 同時 にv翻 訳 に値す る現代 文学作 品の リス ト作成 も進 め
てい ます。 この シ リーズで翻訳お よび出版 され る作 品は全 て
ドナル ド・キー ン日本文化セ ンターが監修 致 します。
ビデ オコ レク シ ョン:1990年 に創設 され、 日本関係 の特集番 組、 ドキ
ュメンタ リー、民族学的 フィルムな どのビデオの収集 とカタ
ログ作成 を主 にお こなっています。将来 はコロンビア大学の
研究者お よび学生 の為だ けに とどまらず、研究のための視覚
資料セ ンター として、地域 的、あ るいは全国的 に利用 され る
コレクシ ョンに育ててい く予定です。
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